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第１号議案 「2018 年度活動報告 および 事業決算（案）」 承認の件 

第２号議案 「2019 年度活動計画 および 事業予算（案）」 承認の件 

第３号議案 「監事選任（案）」 承認の件 

報 告 １ 「会⻑選任」 報告の件 

報 告 ２ 「第 22 回研究⼤会 基本計画」 報告の件 

報 告 ３ 「機関誌『イベント学研究』」 報告の件 

報 告 ４ 「2018 年度研究会活動報告」および「2019 年度活動計画」 報告の件 

 

 



第１号議案「2018 年度活動報告 および 事業決算（案）」承認の件 

（2018 年） 

４⽉２３⽇（⽉）、７⽉１９⽇（⽊）他 ＩＣＯＭＯＳ総会・関⻄招致研究会 

５⽉ ２⽇（⽔） 改選（理事・監事）開票作業（ＪＡＣＥ会議室） 

５⽉ ９⽇（⽔） 上智⼤学公開講座（〜毎⽔曜⽇６回） 

５⽉１８⽇（⾦） 監事会（ＪＡＣＥ会議室） 

６⽉ ５⽇（⽕） 理事会・総会・新役員理事会（弘済会館 椿の間） 

７⽉３０⽇（⽉） 理事会（ＪＡＣＥ会議室） 

８⽉２１⽇（⽕） 賛助会員特別内覧会（美術愛住館） 

８⽉２６⽇（⽇） 第２回おおた企業運動会後援（⼤⽥区総合体育館） 

９⽉７⽇、２８⽇、１０⽉１２⽇、２９⽇、１１⽉７⽇、２１⽇ 研究⼤会実⾏委員会（渋⾕区

地域交流センター、⼤⽥区⺠ホールアプリコ、ＪＡＣＥ会議室） 

１２⽉ ６⽇（⽊） 第２１回研究⼤会（⼤⽥区⺠ホールアプリコ） 

１２⽉２５⽇（⽕） クリスマス忘年会（ダイヤモンドホテル プルメリア） 

 

（2019 年） 

 １⽉１８⽇、２⽉８⽇、３⽉１５⽇ 国⽴演芸場夜席特別鑑賞会（国⽴演芸場） 

 ２⽉２１⽇（⽊） 「似顔絵ＥＸＰＯ ＪＡＰＡＮ ＧＲＡＮＤＰＲＩＸ２０１９」（豊中市⽴⽂

化芸術センター） 

 ３⽉１８⽇（⽉） 理事会 

  



◇2018年度決算報告 
   

収入の部     

 科  目   名 18年度予算 18年度決算 備考 

 入会金収入           50,000 25,000  

 年会費収入 個人会員    1,400,000 1,360,000  

 年会費収入 準会員 6,000 2,000  

 年会費収入 賛助会員 4,200,000 3,900,000 ３社は今年度に入金済み 

 事業収入   研究大会   200,000 284,380  

 事業収入   交流サロン等   800,000 0 実績無し 

 受取利息             0 40  

 当期収入計 6,656,000 5,571,420  

 前期繰越金 4,445,137 4,445,137  

 当期収入計 11,101,137 10,016,557  

支出の部     

 科  目   名 18年度予算 18年度決算  

 事業費 研究大会     1,300,000 932,329  

 事業費 広報事業     200,000 155,001  

 事業費 交流サロン等 1,400,000 0 実績無し 

 事業費 ジャーナル発行    600,000 0 前年度に前倒しで支払済み 

 事業費 ウェブサイト改訂 500,000 256,500  

 事業費 その他（予備費）     1,000,000 0 新ＨＰの予備費 

 事業費計  5,000,000 1,343,830  

 給与・通勤費     1,500,000 2,233,888 会長人事、葬儀、内覧会等 

 会議費               400,000 363,578  

 旅費交通費           300,000 214,648  

 消耗品費             150,000 87,877  

 通信運搬費 450,000 224,681  

 印刷費               600,000 97,103  

 賃借料               400,432 400,432  

 資料費               10,000 0  

 謝金 30,000 0  

     会場費 50,000 70,245  

 支払手数料           102 102 郵貯の残高証明書発行代金 

 雑費               80,000 115,174  

 管理費合計 3,970,534 3,807,728  

 当期支出計 8,970,534 5,151,558  

 当期収支差額 2,314,534 419,862  

 収支差額 2,130,603 4,864,999  

 次年度繰越金額 2,130,603 4,864,999  



 ◆第２１回研究⼤会ご報告 

 

    ≪ 開催概要 ≫  

日時      ２０１８年１２月６日（木）１０：３０～１９：００ 

会場      大田区民ホールアプリコ 小ホール・展示室 

主催      イベント学会 

共催      一般社団法人 日本イベント産業振興協会 

        一般社団法人 日本イベントプロデュース協会 

        日本イベント業務管理士協会 

後援      大田区、公益財団法人 大田区体育協会、一般社団法人 おおたスポー    

        ツコミッション、東京商工会議所 大田支部、一般社団法人 大田観光 

        協会、大田区商店街連合会、大田区浴場連合会、Ｊ：ＣＯＭ大田 

大会実行委員長 岡星 竜美（イベント学会理事 目白大学特任教授） 

 

≪ プログラム ≫ 

10:00      受付開始 

10:30～12:00   開会宣言 岡星 竜美実行委員長  

        【第１部】感性×技術のインターセッション・イベント事例研究 

〈司会〉岡星 竜美 （イベント学会理事） 

         〈プレゼンター〉 

福田 浩士氏 (株)ｍｅｌｅａｐ ＣＥＯ 

中山 正智氏 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ部総括 

秋元  健氏 (株)電通ﾃﾞｰﾀﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ ｼﾞｵﾃﾞｰﾀｿﾘｭｰｼｮﾝ部部長 

        ＳＫＹＭＡＧＩＣ ＬＩＶＥ ＰＴＥ．ＬＴＤ（シンガポール） 

12:50      来賓挨拶   松原 忠義 大田区長 

        主催者挨拶  堺屋 太一 イベント学会会長 

13:00～14:30   【第２部】大田区プログラム「感性×技術おおたＤＮＡフォーラム」 

        〈パネリスト〉 

         白鳥 信也氏 大田区空港まちづくり本部長 

         鍋谷  孝氏 蒲田モダン研究会共同代表 

         田中  隆氏 安久工機代表取締役社長 工学博士 

         近藤 和幸氏 全国公衆浴場業生活衛生同業組合連合会理事長 

               はすぬま温泉オーナー 

         吉川 紀代司氏 大田区観光・国際都市部観光課長 統括課長 

14:45～17:15  口頭発表   １６名による研究発表 

        [座長]  小ホール：杉本 洋文氏、展示室２：師岡 文男氏  

             展示室１：萩 裕美子氏・吉原 さちえ氏  

17:20～19:00   情報交換会（展示室２） 

         〈司会〉澤内 隆氏（ｲﾍﾞﾝﾄ学会理事）、沖 佳保里（ｲﾍﾞﾝﾄ学会会員） 

     

 



研究大会概算収支 

[収入] 

・研究大会予算                  １，３００，０００円 

・参加費                        ２６６，０００円 

小計                       １，５６６，０００円 

[支出] 

・会場関係                      １６８，９５６円 

・登壇者謝礼                     １１５，０００円 

・昼食飲料                       ６３，３４５円 

・学生ボランティア                   ８４，０００円 

・人件費                       ２３８，９８０円 

・情報交換会                     １１３，８３２円 

・製作物                       １８１，２３５円 

・その他                        １９，７７０円 

小計                         ９８５，１１８円 

[収支]                        ５８０，８８２円 

 

  

≪ 参加者数 ≫  １５０名 

 

 

 

 

 

 



監査報告 



貸借対照表 
  

2019年 3月 31日 現在

当年度 前年度 増減

I．資産の部
　　　　現預金 4,864,999 4,445,137 419,862

資産合計 4,864,999 4,445,137

II．負債の部
　　　　繰越余剰金 4,864,999 4,445,137 419,862

負債合計 4,864,999 4,445,137

III．正味財産内訳
 １．正味財産増減の部
　　　当期正味財産増減額 419,862
　　　正味財産期首残高 4,445,137

　　　正味財産期末残高 4,864,999

貸借対照表



⼝座残⾼ 
 

みずほ銀⾏ 

 

ゆうちょ銀⾏ 



第２号議案 「2019 年度活動計画 および 事業予算（案）」承認の件 

 

■理事会・総会開催（予算１０万円） 

 ・６⽉１０⽇（⽉）１６︓００〜   場所︓弘済会館 

■第２２回研究⼤会（予算１５０万円） ※報告２で説明 

■ジャーナル第 4 巻（予算６０万円） 

■地区本部主催事業プロジェクトについて（予算５０万円×３本部） 

 ・東⽇本地区本部、中部地区本部、⻄⽇本地区本部主催による活性化事業 

 ■ウェブサイト改訂（予算１００万円） 

・ページデザインを含む全⾯的な改訂 

 ■交流活動・各種ワークショップについて（予算３０万円） 

・会員間の交流と新規会員獲得を⽬的にサロンを開催 

  ・賛助会員担当者に対し、活動報告・講演会・勉強会などの交流活動と懇親会 

     ■研究会活動計画 

・ＩＣＯＭＯＳ総会・関⻄招致研究会 

・東北復興博覧会研究会 

・スタジアムアリーナ研究会 

・その他の研究会 

     ■各種イベント等への名義後援 

    ■国⽴演芸場寄席特別席優待（毎⽉１回） 



◇2019年度予算報告 
   

収入の部     

 科  目   名 18年度決算 19年度予算 備考 

 入会金収入           25,000 50,000  

 年会費収入 個人会員    1,360,000 1,400,000  

 年会費収入 準会員 2,000 6,000  

 年会費収入 賛助会員 3,900,000 4,200,000  

 事業収入   研究大会   284,380 200,000  

 事業収入   交流サロン等   0 300,000  

 受取利息             40 0  

 当期収入計 5,571,420 6,156,000  

 前期繰越金 4,445,137 4,445,137  

 当期収入計 10,016,557 10,601,137  

支出の部     

 科  目   名 18年度決算 19年度予算  

 事業費 研究大会     932,329 1,500,000  

 事業費 広報事業     155,001 200,000  

 事業費 交流サロン等 0 1,800,000 研究会・地区本部事業費含む 

 事業費 ジャーナル発行    0 600,000  

 事業費 ウェブサイト改訂 256,500 1,000,000  

 事業費 その他（予備費）     0 500,000 新ＨＰの予備費 

 事業費計  1,343,830 5,600,000  

 給与・通勤費     2,233,888 1,500,000  

 会議費               363,578 400,000  

 旅費交通費           214,648 300,000 新会長の地区本部活動を見込む 

 消耗品費             87,877 150,000  

 通信運搬費 224,681 300,000  

 印刷費               97,103 150,000  

 賃借料               400,432 400,432  

 資料費               0 10,000  

 謝金 0 30,000  

     会場費 70,245 100,000  

 支払手数料           102 102 郵貯の残高証明書発行代金 

 雑費               115,174 150,000  

 管理費合計 3,807,728 3,490,534  

 当期支出計 5,151,558 9,090,534  

 当期収支差額 419,862 -2,934,534  

 収支差額 4,864,999 1,510,603  

 次年度繰越金額 4,864,999 1,510,603  



第３号議案 「監事選任（案）」承認の件 

 

梶原貞幸監事の辞任を受け、臨時理事会において監事１名の補充を検討。 

候補者が複数名挙げられ、第⼀候補者に打診した結果、監事就任の同意を得たので 

事務局より報告する。 

 
 
 
 
 
 
 

報告１ 「会⻑選任（案）」承認の件 

 

推戴委員会からの報告（新会⻑推戴委員会︓福井昌平会⻑代⾏） 

  



報告２ 「第 22 回研究⼤会 基本計画」報告の件 

下記、詳細にて第 22 回研究⼤会を実施する予定。実⾏委員会については、今後募集し、組織する。 

① 会場候補︓⽇本⻘年館会議室 

・150 名（スクール形式）〜234 名（シアター形式） 

・84 名（スクール形式）〜112 名（シアター形式） 

・36 名（スクール形式）〜52 名（シアター形式） 

・12 名（囲み形式）→控室等に使⽤︖ 

・その他、バンケットルーム（100 名〜200 名）・レストラン有 

② ⽇程候補︓第 1 候補 2019 年 11 ⽉ 18 ⽇（⽉） 1 ⽇ 

    第 2 候補 2019 年 12 ⽉ 23 ⽇（⽉・祝⽇︖） 1 ⽇ 

その他候補⽇ 12 ⽉ 17 ⽇（⽕）、20 ⽇（⾦） 

※但し、12 ⽉ 17 ⽇は 150 名・84 名の部屋のみ使⽤可能 

③ テーマ候補︓ゴールデンスポーツイヤーズ 

３⽉の理事会において提案有 

④ 実⾏委員会︓実⾏委員のメンバーを早急に募集 

⑤ 実⾏委員⻑︓上代圭⼦理事（候補） 

⑥ 次回以降の開催地︓第２３回（２０２０年）は⼤阪開催を予定 

         第２４回（２０２１年）は名古屋または京都を視野に検討 
 

  



報告３ 「機関誌『イベント学研究』」報告の件 

 

１．報告事項 

（１）第 3 巻について 

・6 ⽉の発刊・送付を予定 

・現在、初稿原稿をプリントボーイで作成いただいており、出来次第、著者へ校正を依頼。 

・第 3 巻掲載予定コンテンツ 

原著論⽂ 2 本、 研究資料 1 本 ※、 活動報告 2 本 

第 20 回、第 21 回研究⼤会報告 

学会事務（会則など）関係資料 

※︓研究資料が著者の事情により、再査読が済んでいない。出来れば第 3 巻に掲載したいが、

状況（業者との打合せ）によっては次巻への掲載を依頼する予定。 

（２）第 3 巻の巻頭⾔について 

・巻頭に、学会から公式の故堺屋会⻑ご逝去に対するコメントページ（追悼の⾔葉として 1 ペー

ジ程度）したい。 

（３）第 4 巻について 

・故堺屋会⻑の追悼特集を掲載したい。投稿論⽂は通常通り募集、掲載する。 

 

 

 

 



報告４ ｢2018 年度研究会活動報告」および｢2019 年度活動計画｣報告の件 

 

■２０１８年度 

・「ＩＣＯＭＯＳ総会・関⻄招致研究会」の 2019 年度活動計画 

・「東北復興博覧会研究会」 

・「スタジアムアリーナ研究会」 

・その他  ・中部地区本部活動報告 

      ・東⽇本地区本部活動報告 

 

■２０１９年度 

・「ｅスポーツ研究会」発⾜の申請について 

・その他 

 

以上 


